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レファレンスツール活用マニュアル
しらべるQ＆Q Ⅲ
定価（本体1,800円＋税）　ISBN978-4-8169-1930-5 冊

●人物・人名についてしらべる.............どの事典に収録されているかしらべる/執筆者についてしらべる/生没年を素早くしらべる/人名の
　　　　　　　　　　　　　　　　よみ方をしらべる
●本や雑誌記事についてしらべる........歴史に関する本をしらべる/民話や昔話についてしらべる/論文や著述をしらべる/雑誌名の変遷
　　　　　　　　　　　　　　　　をしらべる
●ことばやことばのよみかたをしらべる....日本語をしらべる/英語をしらべる/中国語、イタリア語をしらべる/専門的な用語をしらべる
●いろいろな事項をしらべる.........博物館・記念館をしらべる/災害についてしらべる/賞の内容や受賞者をしらべる/統計についてしらべる
●ネットでしらべる........................WHOPLUSで人物情報についてしらべる/BOOKPLUSで本をしらべる
●CD-ROMでしらべる.................専門用語をしらべる/本をしらべる/新聞記事をしらべる/参考図書についてしらべる　　　　…etc.

　　様々な情報をしらべる方法がわかります

レファレンスの演習に
情報リテラシー教育に
お薦めします！

●情報を「しらべる」ためのツールの紹介と使い方
・人物、図書、雑誌記事、ことば、事項など様々な情報を「しらべる」ための基
本が学べるテキストです。「しらべる」ための適切な道具として、当社発行の
書籍・CD-ROM・オンラインサービスの紹介と、それぞれのツールの効率的
な使い方をわかりやすく解説しました。

●Quiz＆Question方式で調べ方をマスターできる
・概論では、「しらべる」ということ全般に関する考察やポイント、情報の評
価、図書館レファレンス・サービスなどについてまとめました。

・本文は見開き構成。左頁に各ツールの概要や特徴、そのツールを使って調べ
る事例を挙げ、右頁はその解答にあたる本文や索引のサンプルを掲載。

・巻末に、質問と解答までのプロセスや使用ツールがわかる「例題集」と、他
社の関連商品リスト付き。

必要な情報を効率的に入手するために

しらべる Q＆QⅢ
レファレンスツール活用マニュアル

しらべる Q＆QⅢ
日外アソシエーツ 編　B5・210頁　定価（本体1,800円＋税）　ISBN978-4-8169-1930-5　2006年1月刊行



本や雑誌記事に
ついてしらべる

▲読書案内　国宝を知る本　建造物編

都道府
県別に
排列

名称

国宝の
解説

書名な
どの書
誌事項

参考図書
リスト

『レファレンスツール活用マニュアル  しらべる Q＆QⅢ』

メインに紹介するレファレンスツール

特徴

事例

関連するシリーズの紹介などのコラム

概要（構成・収録データ数）など

事例の解答に該当する部分のサンプル

内容見本
本や雑誌記事に
ついてしらべる

A5・370p　2001.3刊　定価7,875円

A5・380p　2001.11刊　定価8,190円

A5・370p　2001.11刊　定価8,190円

あるテーマについて、手早く概要を知るには百科事典などの解説を見るのが一般
的な方法です。しかしそれでは物足りないという場合には、そのテーマに関連する
内容のツールをさらに調べることになります。ここで紹介する“読書案内「知る本
」シリーズ”は、そうした2つの要求に応えるために、「事項に関する解説＋参考
図書リスト」という構成で編集されており、まさに知的探求心の入り口として最適
のツールといえます。しかも、児童や学生が興味を持つような、あるいは生涯学
習などでもよく話題になるような非常にポピュラーなテーマを取り上げていますので
、学校図書館や公共図書館などで広く利用されています。

あるテーマについて知ると同時に、より深く学ぶために参考図書をも紹介するツール。建造物編
では、中尊寺金色堂、平等院鳳凰堂、出雲大社本殿、姫路城、三十三間堂など全国の国宝建造物
209件について解説、絵画編では、高松塚古墳壁画、仏涅槃図、伝源頼朝像、洛中洛外図など国
宝絵画155件について解説、彫刻編では、東大寺盧舎那仏坐像（大仏）、鑑真和上坐像、臼杵磨
崖仏など仏教彫刻を中心とした国宝彫刻123件について解説。いずれも解説のみならず参考図書
リストがついているので、さらに深く知ることができます。

●収録基準・収録数
建造物編＝日本の国宝に指定されている文化財の
うち、建造物209件（参考図書5,793点）、絵画編
＝日本の国宝に指定されている文化財のうち、絵
画155件（参考図書5,882点）、彫刻編＝日本の国
宝に指定されている文化財のうち、彫刻123件（参
考図書5,944点）。
●記載項目
収録対象とした建造物・絵画・彫刻の解説／参考
図書リスト

●排　　列
建造物編＝都道府県別に排列、絵画編＝「古墳壁
画」「仏画」「大和絵」「肖像画」「水墨画」「近世
絵画」「中国渡来画」の7分野に分け、さらに適
宜小分類を設け、概ね制作年代の古い順に排列、
彫刻編＝「如来」「菩薩」「明王」「天部」「羅漢」「仏
教肖像」「仏教群像」「神像」の8分野に分け、さ
らに適宜小分類を設け、概ね制作年代の古い順に
排列

●索　　引

特　徴

●京都府の「豊国神社」の唐門は国宝だそうだがどんな建物だろうか。またより深く勉強したい
が、どのような関連書籍が出版されているだろうか。（→「建造物編」）
・法隆寺金堂にある「多聞天」は、確か他に3体の像と一緒だったはず。これらを総称して何と
いうか知りたい、また概要も知りたい。（→「彫刻編」）
・禅宗の高僧の肖像画を「頂相」というらしいが、国宝の中で代表的な頂相について概要と参考
となる書籍を知りたい。（→「絵画編」）

調べて
みよう

上記でご紹介した“読書案内シリーズ”は、「ものの歴史を知る本」「大江戸を知る本」「伝統芸能を知
る本」などの他に、旅をテーマにした紀行編、作家をテーマにした作品編、偉人などをテーマにした伝
記編など、20以上のテーマに関するものが刊行されています。また、「知る本」のような事項解説はあ
りませんが、より多くの図書を網羅的に収録したツールに“全情報シリーズ”があります。これを次ペ
ージでご紹介しましょう。

コラム


